
十
一
月
三
日
（
日
）
、

鯖
江
つ
つ
じ
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
に
て
、
福
井

県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
が

行
わ
れ
た
。
朝
の
競
技
場

に
は
、
本
番
を
控
え
た
選

手
達
が
引
き
締
ま
っ
た
表

情
で
ア
ッ
プ
す
る
姿
が
あ
っ

た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た

保
護
者
達
か
ら
も
緊
張
し

た
空
気
が
漂
っ
て
い
た
。

一
区
の
平
林
清
澄
は
ス

タ
ー
ト
か
ら
鯖
江
、
敦
賀

気
比
と
抜
き
つ
抜
か
れ
つ

の
競
り
合
い
を
繰
り
広
げ
、

一
位
鯖
江
に
十
一
秒
差
の

三
位
で
た
す
き
を
繋
い
だ
。

平
林
は
「
自
分
の
力
不
足

で
良
い
順
位
で
繋
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。
来
年
は
鍛
え

な
お
し
て
区
間
賞
を
と
り

た
い
」
と
悔
し
さ
を
表
し

た
。
二
区
の
小
山
陽
生
は
、

区
間
一
位
（
区
間
新
）
の

好
走
で
、
敦
賀
気
比
と
一

秒
差
の
二
位
で
繋
い
だ
。

三
区
の
小
島
大
輝
（
区
間

賞
）
は
首
位
に
立
ち
、
敦

賀
気
比
に
三
秒
差
を
つ
け

て
、
四
区
の
佐
々
木
涼
介

に
繋
い
だ
。
し
か
し
そ
の

後
、
敦
賀
気
比
に
逆
転
を

許
す
と
、
五
区
田
鳥
創
太

（
区
間
賞
）
、
六
区
木
下

詩
音
、
七
区
小
島
優
輝
が

懸
命
の
走
り
を
見
せ
る
も

お
よ
ば
ず
、
結
果
は
惜
し

く
も
二
位
。
全
国
へ
の
切

符
を
逃
し
た
。

一
区
の
髙
原
さ
く
ら
は

ス
タ
ー
ト
か
ら
首
位
に
立

ち
、
軽
快
な
走
り
を
維
持

し
た
ま
ま
二
区
の
田
辺
愛

奈
へ
繋
い
だ
。
鯖
江
が
迫

り
来
る
中
、
三
区
の
仲
上

碧
美
に
た
す
き
が
渡
る
が
、

こ
こ
で
鯖
江
が
前
に

出
る
。
四
区
徳
山
こ

こ
ろ
、
五
区
藤
井
結

愛
（
区
間
賞
）
も
力

走
す
る
が
届
か
ず
、

二
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

藤
井
は
「
現
状
の
結

果
の
二
位
な
の
で
悔

い
は
な
い
。
北
信
越

で
い
い
走
り
を
し
た

い
」
と
前
を
向
い
た
。

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
、

北
信
越
高
校
駅
伝
競
走
大

会
が
長
野
県
大
町
市
で
行

わ
れ
、
十
五
校
が
出
場
し

た
。
県
大
会
で
悔
し
い
経

験
を
し
た
男
子
チ
ー
ム
に

チ
ャ
ン
ス
到
来
。
今
年
の

男
子
全
国
高
校
駅
伝
は
七

〇
回
目
の
記
念
大
会
で
あ

り
、
都
道
府
県
代
表
四
十

七
校
に
加
え
、
地
区
代
表

枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
今
大
会
で
地
区
代
表

に
な
る
た
め
に
は
、
各
県

代
表
五
校
を
除
く
十
校
の

中
で
ト
ッ
プ
を
獲
る
必
要

が
あ
る
。

男
子
は
満
を
持
し
て
、

県
大
会
か
ら
メ
ン
バ
ー
と

走
順
を
変
更
し
て
挑
ん
だ
。

一
区
小
島
大
輝
が
七
位
で

渡
す
と
、
二
区
の
田
鳥
は

四
位
、
三
区
の
平
林
で
二

位
に
上
げ
、
そ
の
後
も
粘

り
の
走
り
で
繋
い
だ
。
結

果
は
三
位
。
地
区
代
表
権

を
獲
得
し
た
の
だ
。
ま
た
、

敦
賀
気
比
に
十
三
秒
差
で

競
り
勝
ち
雪
辱
を
果
た
し

た
。
男
子
キ
ャ
プ
テ
ン
佐
々

木
岳
史
は
「
県
大
会
後
、

全
員
が
悔
し
い
気
持
ち
を

持
っ
て
練
習
し
て
き
た
。

全
国
の
舞
台
で
も
物
怖
じ

せ
ず
上
位
に
く
い
込
め
る

よ
う
頑
張
る
」
と
語
っ
た
。

女
子
は
県
大
会
か
ら
走
順

を
変
え
て
臨
ん
だ
。
藤
井
、

髙
原
が
区
間
上
位
で
走
り
、

全
体
の
九
位
で
レ
ー
ス
を

終
え
た
。
堀
監
督
は
「
男

女
共
に
力
を
発
揮
で
き
て

良
か
っ
た
。
怪
我
で
出
ら

れ
な
か
っ
た
女
子
キ
ャ
プ

テ
ン
飯
塚
が
、
ア
ン
カ
ー

の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で
一

生
懸
命
応
援
す
る
姿
が
印

象
的
だ
っ
た
」
と
し
た
。

ま
た
、
選
手
に
伝
え
た
い

こ
と
は
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
。
彼

ら
に
し
か
分
か
ら
な
い
暗

号
だ
と
い
う
。

全
国
大
会
は
十
二
月
二
十

二
日
（
日
）
、
京
都
市
都

大
路
に
て
。

〈
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
〉

予
選

美
方
二❘

一
藤
島

決
勝
二
回
戦

武
生
東
二❘

〇
美
方

〈
剣
道
〉

男
子
団
体

準
々
決
勝

敦
賀
気
比

一❘

一

（
代
表
勝
ち
）
美
方

女
子
団
体

三
位

〈
卓
球
部
〉

男
子
団
体

ベ
ス
ト
八

女
子
団
体

五
位

（
シ
ー
ド
権
獲
得
）

個
人
戦

奥
村
妃
奈

（
北
信
越
出
場
）
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駅伝男子 執念の走り
雪辱果たして掴んだ全国

県
大
会
男
子

十
一
月
六
日
、
沖
縄
研
修
旅
行

の
事
前
学
習
と
し
て
平
和
講
話
が

シ
ア
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
講
師
は

三
年
連
続
と
な
る
高
山
厚
子
先
生
。

「
美
方
高
校
に
来
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
挨
拶
さ

れ
た
。
高
山
先
生
は
幼
い
頃
に
沖

縄
戦
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、
戦

争
の
悲
劇
を
若
者
に
伝
え
る
活
動

を
さ
れ
て
い
る
。

前
半
は
沖
縄
の
文
化
、
産
業
、

自
然
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
研
修
旅

行
に
期
待
が
膨
ら
む
内
容
だ
っ
た
。

後
半
は
米
軍
に
よ
っ
て
撮
影
さ

れ
た
資
料
映
像
か
ら
始
ま
っ
た
。

雨
の
よ
う
に
降
っ
て
く
る
砲
弾
や

ガ
マ
へ
の
攻
撃
な
ど
、
目
を
覆
い

た
く
な
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

高
山
先
生
は
沖
縄
戦
を
語
り
始
め

た
。
当
時
の
沖
縄
は
、
米
軍
の
本

土
上
陸
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
た

め
の
防
波
堤
と
さ
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
多
く
の
住
民
が
徴
集
さ
れ
、

中
に
は
十
代
の
少
年
少
女
も
含
ま

れ
て
い
た
。
ま
た
、
住
居
や
食
料

を
没
収
さ
れ
た
多
く
の
住
民
が
亡

く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
米
軍
の
攻

撃
が
始
ま
る
と
、
そ
の
凄
ま
じ
さ

で
地
形
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど

だ
っ
た
と
い
う
。
首
里
城
の
地
下

に
は
大
き
な
ガ
マ
が
あ
り
、
日
本

軍
の
本
拠
地
が
置
か
れ
て
い
た
が
、

こ
こ
も
跡
形
も
な
く
破
壊
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
戦
後
も
病
気
の
蔓
延

や
食
料
難
な
ど
、
沖
縄
の
悲
劇
は

終
わ
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
沖

縄
の
人
々
は
、
前
を
向
い
て
進
ん

で
き
た
。
失
わ
れ
た
文
化
、
産
業

も
復
活
さ
せ
て
き
た
。
講
話
の
最

後
に
高
山
先
生
は
、
研
修
旅
行
で

訪
れ
た
地
を
た
だ
通
り
過
ぎ
る
の

で
は
な
く
、
沖
縄
の
訴
え
や
叫
び

声
を
聞
い
て
き
て
ほ
し
い
と
願
い

を
込
め
た
。

講
話
の
後
、
高
山
先
生
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。
平
和
講

話
を
す
る
理
由
は
「
故
郷
に
想

い
が
あ
り
、
自
分
の
育
っ
た
文

化
を
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
と
、

戦
争
を
体
験
し
た
人
が
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
。

ま
た
研
修
旅
行
に
来
て
く
れ
る

生
徒
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
伝
え

た
か
っ
た
か
ら
」
と
話
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
先
日
の
首
里
城

火
災
に
つ
い
て
伺
う
と
、
悲
し

さ
を
通
り
越
し
て
や
り
き
れ
な

い
気
持
ち
で
い
る
、
と
辛
そ
う

に
し
な
が
ら
も
、
「
首
里
城
に

は
四
五
〇
年
の
歴
史
が
あ
り
、

平
和
も
混
乱
の
時
代
も
あ
っ
た
。

首
里
城
は
中
国
に
も
日
本
に
も

な
い
沖
縄
独
特
の
造
り
で
、
沖

縄
県
民
の
心
の
喜
び
や
悲
し
み
、

誇
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
歴

史
を
遡
る
と
首
里
城
は
四
回
焼

失
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
度

に
復
建
し
、
そ
の
こ
と
自
体
が

沖
縄
の
誇
り
に
な
っ
て
い
る
。

戦
後
の
復
建
時
に
は
沖
縄
全
体

が
喜
び
に
溢
れ
た
」
と
語
り
、

五
回
目
と
な
る
焼
失
か
ら
の
立
ち

直
り
を
祈
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

（
品
野
康
紀
）

沖
縄
研
修
旅
行
事
前
学
習

平
和
講
話

忘
れ
て
は
い
け
な
い

戦
争
が
も
た
ら
す
も
の

一言一言力強く話す

髙
原
の
好
ス
タ
ー
ト
（
県
大
会
）

サ
ッ
カ
ー
部
は
二
年
生

五
人
、
一
年
生
七
人
で
活

動
し
て
い
る
。
少
人
数
だ

か
ら
こ
そ
部
員
同
士
の
仲

が
良
く
、
放
課
後
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
楽
し
そ
う
に

練
習
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
。

そ
ん
な
サ
ッ
カ
ー
部
だ

が
、
昨
年
は
部
員
が
足
り

ず
公
式
戦
へ
の
出
場
を
断

念
し
た
。
し
か
し
、
次
の

一
年
生
が
入
っ
て
く
る
こ

と
を
信
じ
て
練
習
を
続
け

て
き
た
。
念
願
の
新
入
部

員
と
共
に
初
め
て
臨
ん
だ

今
年
九
月
の
選
手
権
大
会

は
、
怪
我
人
も
あ
り
九
人

で
の
苦
戦
を
強
い
ら
れ
、

大
野
高
校
に
〇
対
二
十
一

と
大
敗
。
そ
し
て
二
人
の

助
っ
人
を
招
い
て
挑
ん
だ

十
一
月
の
新
人
大
会
は
三

国
高
校
と
対
戦
し
た
。
一

対
一
〇
で
負
け
は
し
た
が
、

全
力
を
出
し
き
り
、
待
望

の
得
点
も
上
げ
、
今
後
に

活
き
る
戦
い
だ
っ
た
。

目
標
は
こ
の
チ
ー
ム
で

初
勝
利
を
掴
む
こ
と
だ
。

そ
の
た
め
に
「
今
後
は
体

力
と
協
調
性
を
課
題
に
し

て
練
習
に
励
む
」
と
キ
ャ

プ
テ
ン
繁
田
智
弘
さ
ん
は

語
る
。
顧
問
の
本
城
先
生

は
「
初
心
者
が
多
い
チ
ー

ム
だ
が
一
人
一
人
目
標
を

持
ち
、
懸
命
に
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を

送
る
。
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
た
い
。
（
渡
辺
治
紀
）

サ
ッ
カ
ー
部
紹
介

目
指
せ
初
勝
利

結
果
を
求
め
た
大
会

新
メ
ン
バ
ー
で
挑
む
戦
い

悲
劇
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

三
区
小
島
か
ら
四
区
佐
々
木
へ
（
県
大
会
）

十
一
月
新
人
戦
結
果

県
大
会
女
子

北
信
越
大
会

新人大会 対三国高校

北信越地区代表枠１を美方が獲得


